
平成２３年度第１０回教育研究評議会議事録 
 

  日 時  平成２３年１２月２１日（水） 

       開会 午後３時００分 

       閉会 午後４時３７分  

  場 所  第１会議室 

出席者  学長、髙橋理事、田牧理事、田村副学長、吉田副学長、吉田(公)教授、三浦教授、

星教授、松田教授、照井教授、川村地域共同研究センター長、榮坂情報処理セン

ター長、加藤事務局長、大橋教授、山下教授、野矢教授、柴田教授、青山教授、

渡邉(眞)教授、伊関教授 

   欠席者  小野理事、柴野教授、大島教授、堀内機器分析センター長、庄子未利用エネルギ 

ー研究センター長、亀丸技術部長 

  陪 席  前監事、高松監事 

 

 

 

議事に先立ち、平成２３年度第９回教育研究評議会議事録が確認された。 
 

 

議    事 

 

 

１ 教員の選考について 
（１）社会環境工学科教授又は准教授の選考について 

学長から、選考委員会から選考結果について報告があった旨説明があり、選考

委員会委員長の三上修一教授から別紙（資料１－１～１－２）に基づき、選考の

経過及び結果について報告があった。 

また、三上教授から、選考委員会において適任者が得られなかったことから、

引き続き本選考委員会において候補者の選考を行いたい旨提案があり、種々意見

交換が行われた後、本選考委員会の任務は完了したものとすることが、承認され

た。 

 

 （２）情報システム工学科教授又は准教授の選考について 
学長から、選考委員会から選考結果について報告があった旨説明があり、選考

委員会委員長の榮坂俊雄教授から別紙（資料１０－１～１０－３）に基づき、選

考の経過及び結果について報告があった。 

引き続き、教育研究評議会規程第７条第２項の規定に基づき可否投票を行った。

投票の結果、鈴木育男氏が准教授適格者として承認された。 

 
 （３）社会環境工学科准教授（コンクリート工学）の選考について 

学長から、選考委員会から選考結果について報告があった旨説明があり、選考

委員会委員長の三上修一教授から別紙（資料２－１～２－２）に基づき、選考の

経過及び結果について報告があった。 

引き続き、教育研究評議会規程第７条第２項の規定に基づき可否投票を行った。



投票の結果、井上真澄氏が准教授適格者として承認された。 

 
 （４）社会環境工学科准教授（岩盤工学）の選考について 

学長から、選考委員会から選考結果について報告があった旨説明があり、選考

委員会委員長の山下聡教授から別紙（資料３－１～３－２）に基づき、選考の経

過及び結果について報告があった。 

引き続き、教育研究評議会規程第７条第２項の規定に基づき可否投票を行った。

投票の結果、中村大氏が准教授適格者として承認された。 

 
 （５）社会環境工学科准教授（応用物理学）の選考について 

学長から、選考委員会から選考結果について報告があった旨説明があり、選考

委員会委員長の高橋修平教授から別紙（資料４－１～４－２）に基づき、選考の

経過及び結果について報告があった。 

引き続き、教育研究評議会規程第７条第２項の規定に基づき可否投票を行った。

投票の結果、白川龍生氏が准教授適格者として承認された。 

 
 （６）電気電子工学科助教の選考について 

学長から、選考委員会から選考結果について報告があった旨説明があり、選考

委員会委員長の田村淳二教授から別紙（資料５－１～５－３）に基づき、選考の

経過及び結果について報告があった。 

引き続き、教育研究評議会規程第７条第２項の規定に基づき可否投票を行った。

投票の結果、梅村敦史氏が助教適格者として承認された。 

 
 （７）マテリアル工学科助教選考委員会の設置について 

学長から、マテリアル工学科から教員選考の申し出があり、別紙（資料６）に

基づき選考委員会の設置について提案する旨説明があり、承認された。 

 
２ 大学院担当教員の選考について 
  （１）情報システム工学専攻、生産基盤工学専攻 

学長から、大学院担当教員の選考について別紙（資料１１）に基づき説明の

後、議題１（２）の審議において、実質的に同人の資格審査を行っていること

から、大学院担当教員（Ｄ合）の選考については、可否投票を行わずに承認願

いたい旨の説明があり、承認された。 

引き続き、同人の（М○合）の選考について可否投票を行い、投票の結果（М

○合）として承認された。 

 
３ 北見工業大学のポリシー（案）について 

学長から、１２月１２日開催の役員会の議を経て提案する旨説明の後、田牧理事から、

平成２０年１２月の中教審答申及び大学機関別認証評価で、各大学に対して、学位授与

の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

及び入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）の３つの方針を定め、教育内容・方

法及び入学試験を運用することを求めているが、本学で未定であった学位授与の方針（デ

ィプロマ・ポリシー）、教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）の原案と

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）の一部改正案を作成した旨の説明があっ



た。 
この３つの方針の概要について、別紙（資料７）に基づき説明があり、各学科・専攻

に持ち帰りのうえ検討願うこととし、意見等は平成２４年１月２０日までに入試課へ提

出することとした。 
 
 

報告事項 

１ 平成２３事業年度の業務運営に関する計画（年度計画）の変更について  （髙橋理事）

 ２ 平成２３年度共同研究の受入れについて（資料８） （研究協力課長）

 ３ 平成２３年度奨学寄附金の受入れについて（資料９） 
 ４ その他 
   （１）学長選考について 

（研究協力課長）

 

 

   次回教育研究評議会開催日 平成２４年１月１８日（水）午後３時開催予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


